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皆さんの生活に The enjoyment(楽しみ)をプラスしましょう。万民ニュースへようこそ。 

№95 

２０１3．6．30 日号 

発行元 

飯田万民教会 

企画編集部 

電話 56-8286 

６月 1 日（土）、飯田万民教会 万民チャーチスクールの聖徒が「花の日」で 

『万民デイサービス みつばさ』を訪問しました。 

飯田万民教会では長年にわたり、教会学校の子どもたちがお花を持って、地域の 

施設などを訪問する「花の日」を特別な行事として行なって来ました。 

普段お年寄りと接する機会のない子どもたちも、この日はお花をプレゼントし、 

賛美やゲーム、またお互いの似顔絵を書いたり、手を取り合って一緒にお祈りを

するなど、みつばさの利用者の皆さんと楽しい時間を過ごしました。 

今後も更に、このような機会を通して施設などを訪問し、感謝を伝え、地域の方々 

と交流もち、その働きが神様の栄光となるように願っています。 

父なる神様に心から感謝いたします。ハレルヤ！！ 
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時々、相手が被害を与えたり、あることが自分の思いどおりになら 

ないと、腹を立てる人がいます。このような気持ちを表に現すこと 

がまさに怒ることです。 

愛は人の心を肯定的にしますが、怒ることは人の心を傷つけて否定 

的にします。怒りは心を暗くするので、神様の愛のうちにとどまれ 

なくて、霊的成長も遅くなるしかないのです。 

敵である悪魔・サタンは神の子どもたちが怒ってつまずくようにさ 

せます。彼らが神の子どもに仕掛ける代表的なわなが、まさに憎み 

と怒りです。私たちが怒ることのない霊の愛を所有して、神様に栄光を帰す子どもになるには、

どうすべきでしょうか？ 

 

1. 義憤と怒りの違い 

怒ることとは、ひどく腹を立てたり、大声で汚い言葉を口にして暴力をふるうことだけではあ

りません。顔がこわばって顔色が変わること、口調が無愛想になることも、厳密に言えば怒る

ということです。程度の差はあれ、心にある憎しみ、わだかまりが表に出てくるのです。かと

いって、相手の表情だけで「腹を立てたんだな」とさばくことはできません。どこの誰も相手

の心を正確に推し量ることは難しいのです。 

マタイの福音書 21 章を読むと、イエス様が宮で売買する者たちを追い出される場面がありま

す。過越の祭りを過ごすためにエルサレムの宮に集まった人々を相手に、商人たちが庭に台を

置いて、両替をしたり動物を売ったりしていました。 

いつもは争うこともなく、叫ぶこともせず、大路でその声を聞く者もないほど柔和なイエス様

が、この光景をご覧になって突然変わられました。細なわでむちを作って、いけにえに使われ

る動物を宮から追い出し、両替人の台や鳩を売る者たちの腰掛けを倒されました。 

人が見ると「イエス様がものすごく怒っておられる」と思うかもしれまんが、そうではありま

せん。いくら良い目的でも、神の宮を汚すことは決して許されないことを教えてくださったの

です。これは、公義で愛を完全なものになさる神様の愛から始まったことなのです。 

マルコの福音書 3章を読むと、イエス様が会堂で片手のなえた人に出会います。ちょうど安息

日だったので、悪い人々はイエス様の様子をじっと見ています。もしその人を直せば、安息日

を破ったと見なして訴えるためでした。この時、イエス様は彼らの心を知って聞かれます。 

「安息日にしてよいのは、善を行うことなのか、それとも悪を行うことなのか。いのちを救う

ことなのか、それとも殺すことなのか」(マルコ 3:4)すると彼らは何も言えません。 

良いわざだけを行われるイエス様を罪に定めて殺そうとする彼らに向かって、イエス様は強く 

 

「礼儀に反することをせず、自分の利益を求めず、怒らず、人のした悪を思わず、」  

(第一コリント 13:5) 

霊の愛シリーズ 
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責められました。何としてでも彼らが悟って、罪から立ち返ることを願われたからです。 

イエス様がパリサイ派の律法学者たちを責めて義憤を見せられたのは、魂たちを目ざめさせて

いのちへと導くための愛から始まっていました。このように怒りと義憤は全く違います。その

くらい聖められて罪がないとき、義憤や叱責を通してでも魂にいのちを与えるみわざが起きる

のです。 

 

2. 人が怒る理由 

人が怒る理由は第一に、相手が自分の思いと心に合わないからです。人はそれぞれ成長した環

境や学んだことが違うために、心と思いが違います。教養や判断基準も違います。それなのに

すべての人を自分に合わせようとするから、気に入らないのです。 

次に人が怒る理由は、自分に従わないからです。自分が相手より先んじていたり、高い地位に

いれば、従ってほしいと思います。もちろん目上の人を尊重して、秩序に合わせて従うことは

正しいのですが、従順を強いるのは正しくありません。目上の人が目下の人の話は全く聞こう

としないで、ただ自分の意見に従ってほしいと思ってはいけません。 

これ以外にも、自分が不利益をこうむったり不当な待遇を受けたとき、何の理由もなく恨まれ

たり被害を受けたとき、自分の指示や要求どおりになされなかったとき、誰かに悪態をつかれ

たり蔑まれたりするとき、すぐ怒ります。怒るには、まず心で悪い感情が動き出します。 

相手の話や行動が感情を刺激して、怒るという行動として出てきます。よく「気を悪くする」

という段階が、まさに怒ることの前哨段階です。 

私たちが怒るなら、神様の愛のうちにとどまることができなくて、霊的成長に莫大な支障を招

きます。こんな感情がある以上、真理に変えられることもできないのです。 

 

3. 怒る人の結果 

エリシャは師であるエリヤの霊の、二つの分け前を受けて、神の力を現した預言者です。 

子どものいない女にみごもりの祝福を与えて、死んだ人を生き返らせて、ツァラアトに冒され

た者をきよめ、祈りで敵軍を退けるなど、驚くべき神のみわざを現しました。それなのに、彼

は預言者としては珍しく、病気にかかって死にました。その理由は何でしょうか？ 

エリシャがベテルへ上って行く時でした。一群の子どもたちがエリシャを囲んで「上って来い、

はげ頭。上って来い、はげ頭」(第二列王 2:23)とからかいました。彼が髪の毛が少なく、容貌

がみすぼらしかったからです。エリシャは良い言葉で言い聞かせてもみましたが、子どもたち

はさらにしつこく苦しめました。これ以上耐えられなくなったエリシャは、思わず呪ってしま

います。すると森の中から二頭の雌熊が出て来て、あっという間に四十二人の子どもをかき裂

いてしまいました。この出来事は、たとえ子どもたちのひどいからかいから始まったとしても、

エリシャの心にも怒りを引き起こす感情という悪が残っている証拠です。彼が病気にかかって

死んだのも、これと無関係ではありません。これは、神の子どもとして怒ることが正しくない

ことを悟らせてくれているのです。<ヤコブ 1:20>に「人の怒りは、神の義を実現するものでは

ありません。」とあるとおりです。 

 

4. 怒らないためには 

スプリングは抑えるほどもっと反動力がついて、手を引いた瞬間、はね上がります。 

同じように、怒りを抑えて我慢すれば、一瞬の危機は免れても、いつかは爆発するはずです。 
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怒らないためには、怒りを引き起こす感情そのものを捨てなければなりません。 

無理に抑えて我慢するのではなく、最初から我慢することがないように、心を善と愛に昇華さ

せなければならないのです。 

もちろん、一日でこのような感情を捨てて、善と愛で満たせるのではありません。 

毎日絶え間ない努力が必要です。まず、怒りを引き起こしそうな状況に直面したとき、祈りで

神様にゆだねて我慢する訓練をしなければなりません。腹が立つ時は「今この瞬間、怒ること

が自分にとって何の利益になるのか」ゆっくり考えてみますように。すると、一瞬我慢できな

くて後悔することや、恥をかくことは起こりません。 

このように、霊の愛を心に耕すために祈って、聖霊に助けられて耐え忍んでいくなら、怒りを

引き起こす感情まで徐々に捨てられます。前は十回怒っていたのが九回、八回とますます減っ

ていきます。後には、いくら腹が立つような状況になっても、心が穏やかになります。 

 

愛する聖徒の皆さん、ひょっとして教会では腹が立つことがあっても我慢して、家庭や学校、

職場ではよく怒ってはいないでしょうか？ 神様は教会にだけおられるのではありません。 

私たちの心を聖殿としておられ、いつどこででも私たちの思いと言葉と行いを探っておられる

のです。いつも聖なる言葉と行いで神様に栄光を帰しますように、主の御名によって祝福して

祈ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ 信仰コラム～ 【 時計と組織 】 ・李 載禄 牧師 著 

時計は大小の歯車と時針、分針、秒針、その他に数多くの精密部品の組合

わせて出来ています。 この部品中にどの部品が重要でどの部品は 

あまり重要でないといえますか。微細な部品がひとつでも欠けていれば時

計は正常に作動しません。同じように組織を成し遂げる人々の中に重要で

ない人はいません。私たちの手と足、目、鼻、口、耳などすべての器官が

自らの役割を果たすときに元気な体になるように、組織の中で大きくても

小さくても各自の任務を全うして互いに一つになる時、良い成果を出すこ

とができます。  

“何事でも自己中心や虚栄からすることなく、へりくだって、 

互いに人を自分よりもすぐれた者と思いなさい。”               

（ピリピ 2 章 3 節） 
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皆さんは 3 月末のイースター礼拝の時から毎週主日礼拝に来て、恵みを受けておられ

る姉妹をご存じでしょうか。この姉妹は松川町でリンゴ農家を営んでおられる 

「宮下ちとせ姉妹」です。今回は神様の不思議な導きによって飯田万民教会の聖徒と

なられた宮下姉妹の証しをご紹介いたします。読まれた皆さんも恵みを受けられます

ように・・ 

 

今回、お証しをさせて頂く事を心から感謝いたします。 

私は今から十数年前にある教会に通っており、洗礼を受けまし 

た。ある日、「今日、洗礼を受ける方はおられますか？」との 

牧師先生の問いかけに、「ライフジャケットを着て海へ飛び込む 

ようなものだから大丈夫だよ。」と友人に背中を押され、その場 

の勢いで立ち上がって洗礼を受けてしまいました。 

当時の私には「信仰心」のような心はほとんどなく、「神様って 

本当にいるのかな？いたらいいな・・」という感覚であったと 

いうのが本音です。洗礼を受けてからも主日礼拝もろくに守ることもできず、困った

時の神頼みの状態で到底、「信仰」とは程遠い生活を送っていました。 

しかし、ある時から「神様、もし本当に神様がいるのなら私に神様の存在を体験させ

て、信じるように導いて下さい。」という祈りを始めるようになり、それからはこれで

もか、これでもかと様々な面で父なる神様は私の小さな祈りにも答えてくださいまし

た。リンゴ農家に嫁いだ私は結婚を機に、いつしかそのようなことも心の奥にしまい

込み、晴れた日には畑に出て仕事。休みの日は家族で楽しく過ごす・・という生活を 

送っていたため、十年間近く教会から離れてしまいました。 

しかし、神様は私を覚えておられ、自分では思いもよらぬ方法で飯田万民教会に導い

て下さったのです。私は全く知らなかったのですが柳牧師先生と崔牧師先生がいつか

らか私のリンゴ農園に来て下さるようになって、リンゴを買って下さったり、私の主

人に神様の話や教会の様々な行事に誘ったりしてくださっていたそうです。 

また私には同じ職場で働いていた「熊谷園子執事」が信仰から離れてしまっている私

のために祈って下さり、ある時、園子さんの家で交わり会をするというので誘われて 

行った時に初めて崔先生にお会いしました。それから間もなくお店の方に来て下さっ

た先生方にお会いして、神様が主人にも私にも働きかけていて下さった事を知りまし

た。それがきっかけで今年の 3 月に教会に初めて伺って十字架を見た瞬間、私は神様

 

Ὗʤ  ốỌ 

《宮下ちとせ 姉妹》 
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にお会いできた嬉しさと感謝と、また今まで神様から離れてしまっていたことへの申

し訳ないという思いが複雑に交差して、ただ大きな声で泣くばかりでした。 

そしてその時初めて、父なる神様が十年近くも背中を向けていた私に大きく、深い愛

を注いでくださり、ずっと待っていて下さった事を知りました。 

私が神様の恵みと憐れみによって導かれた私は神様に対して何が出来るのだろうかと

思っていると牧師先生や、兄弟姉妹ひとつひとつ教えて下さいます。 

その時私はこう思いました。「そう。全て神様にお任せしよう」と・・・ 

 

そう思ってからは神様が様々な恵みを今までにも増して与えて下さっています。 

たとえば仕事中に聞いているラジオから流れてくる英会話の教材のＣＭをいつも聞い

ていて、ずっと「欲しいなあ・・」と思っていると、なんと！「この教材の無料サン

プルをお届けします」と言われ、英語が大嫌いな息子も「欲しい」と言って注文をし

たり、また必要な材料を注文しなければと思いながらも完全に忘れていると、注文す

る相手先から電話がかかってきて無事に注文が出来たりと、神様が不思議な方法で私

の心の願いを聞いて下さるのです。 

 

また先日は初めて「権能のいやし聖会」に参加させて頂き、お祈りを受けて更に恵み

をいただきました。これからも様々な体験を通して信仰が成長できるようにとお祈り

しています。まずは私自身が変えられ、変えられた私を見て家族が神様を信じて救わ

れるようにと心から願っています。 

そのためには主日礼拝に出てメッセージを聞き、また聞いた御言葉に「従順」するよ

うに行なっていきたいと思います。「神様を愛する」ということは、神様に従うことだ

と思います。それを忘れずにひとつひとつ行なっていきます。 

 

これからはもっと天国の希望を強く持って信仰の道を歩んでいきたいと思います。 

全てを父なる神様に心から感謝いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
                              
            

 

鈴木真由美執事 

 

 

 

 

原 千恵姉妹 

 

 

 

 

恵み溢れる証しをありがとうございました。 

先日、宮下姉妹から「教会の女性の皆さんはズボンは 

あまり履かないのですか？スカートの方が良いので

しょうか？」と質問され、それについてお返事をさせ

て頂きました。すると次の主日からはスカートを履か

れて礼拝に来られました。お証しの通り、「従順」し

ようとする姿を見て感動いたしました。 

私たちも更に御言葉に従順して神様に喜ばれる神様

の子どもとなりましょう！ 
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暗いところが少しもなく、光そのものであられる神は、ご自分の子どもたちも完全な

光の中にとどまるように望んでおられる。闇がないことが霊的な権威であり、神の愛

と祝福を受ける近道だからだ。下の三つの質問を通して、自分がどれほど良い心に変

えられて、光の中にとどまっているのかチェックしてみられるように。 

 

 

 

● 与えることに慣れているか？受けることに慣れているか？ 

<使徒 20:35>に「……また、主イエスご自身が、『受けるよりも与えるほうが幸いである』と

言われたみことばを思い出すべきことを、私は、万事につけ、あなたがたに示して来たのです。」

とある。ここで「受ける」と「与える」とは、物質だけでなく、時間や努力などが必要なすべ

ての真理の行いを含んでいる。 

たとえば、ある人は教会から施しを受けたとき、その恵みに報いるために熱心に信仰生活をす

るだけでなく、自分も施しをしながら、変わることなく感謝の告白と行いを見せる。 

一方、ある人は施しを受けたことに感謝の気持ちを表すが、いざ自分はというと行わないこと

が見られる。施しが良い行いだということを知って、他の人はその善を行ってもらいたいと思

いながら、自分は行わないのだ。また、ある人はその恵みに感謝して忠実に奉仕していても、

すぐ心が変わったりする。ひょっとして人とぶつかるようなことが起これば、恵みに報いよう

としていた心までなくなってしまうのだ。 

一方、ある人は、集まりがあるとき、誰が見ていようといまいと、先に来てうまく進められる

ように準備して、熱心に世話をする。先に行けなくてもっと仕えられなかった時には、むしろ

申し訳なく思い、今後そんなことがないように心に留めて実践する。 

反対に、ある人は習慣のように遅れる。遅刻はしなくても、他の人たちが全部準備しておいて、

みんなが集まった後にやって来る。これは、他の人たちが先に来て、準備して仕えてくれるの

を受けるだけという習慣があるからだ。 

この他にも、ある人は施しやプレゼントすることを楽しんで、あえてしなくてもよいことまで

して、周りの人たちに仕える。しかし、相手からありがとうの言葉がなかったり、認めてくれ

ないなど、期待したことが得られなければ、「あの人は礼儀を知らない人だ。高ぶっている」

と気を悪くして、あれは何だったのかとむなしくなる。この場合、代価を望む心があるので、

神は善だとお認めになれない。 

神が認められる良い心、御霊に属する心は、相手が願うことを与えて、心を楽にしてあげるの

だ。神は、私たちが一度で終わるのではなく、最も良いものを与えてはまた与えることを願っ

ておられる。このように私たちも「一度仕えてあげたから、やることは全部やった」というの

でなく、受けるよりも与えるほうを楽しむ心になるべきだろう。 

≪ 万民フォーカス ≫ 
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● 相手の心を理解してその立場になっているか？ 

多くの人が、祈る時は仕えと犠牲など良い行いをしたいと求めるが、いざ現実に相手の行動が

自分の利益に合わなければ、その人を理解したり受け入れないことが見られる。 

たとえば、一緒に奉仕をしていた働き人が早く帰るとき、心の良い人ならば、それだけの理由

があるだろうと理解するので、全く気を悪くしない。ただ、さらに熱心に奉仕して、順調にそ

れを進めていこうとするだろう。一方、ある人は「私も忙しいのに……あらかじめ約束してあ

ったことだったのに、どうしても今帰らなければならないのか」と思ったり、それどころか 

「ずるい」と思ってさばいて罪に定めたりする。あるいは「今度私が奉仕することがあるとき、

あの人が抜けただけの時間はお願いしなければ」と計算ずくで考えたりする。この場合、奉仕

するとしても、神の御前に善の香として立ち上りにくい。「善」のメッセージを心に耕さない

で、知識としてだけ入れておいたからだ。善の基準を自分に適用しないで、相手に適用しなが

ら、自分は善だ、正しいと錯覚することもある。相手とは違って自分は忙しいのに、時間を割

いて奉仕しているから、善を行っていると思うのだ。もしこんな人が、自分が先に帰らなけれ

ばならない状況でひとこと言われたとしたら、どうだろうか？「そうでなくても申し訳ないの

に、どうしてあんないやな顔を見せるのか。都合がつく限り何とかして出てきて、一生懸命や

ったんだから、ありがたいと言うべきではないか」と気を悪くすることもあり、相変わらず自

分が正しいとだけ思うこともある。 

このように自分の立場と利益だけ考えれば、霊的な善を行えない。心の良い人はすべてにおい

て相手の立場で考えるので、自分がもっと楽で良いほうを選ばないで、相手を安らかにしてあ

げる道、神の国に栄光を帰す道を探すのだ。 

 

● 秩序に従ってどれだけよく仕えているか？ 

ある人は目上の人に対するとき、心から仕えないで、秩序にそって従うこともない。 

その一方で、目下の人が自分に仕えてくれなければ、秩序を乱しているとひどく気に障る。 

自分の中に高ぶりがあるので、自分に仕えてくれない目下の人が気に入らないのだ。 

たとえば、あることを推進しながら、自分を飛び越えて目上の人に報告すると「なんで私には

報告をちゃんとしないのか」と思ったり、自分抜きで事が進められるとき、「なんで私がして

いたことを、意見も聞かないで一方的に処理するのか」とおもしろくない。 

ところが、こういう人は、いざ自分はというと秩序に従わないことが見られる。目上の人があ

ることを指示したとき、自分の心に合わなければ、いろいろと思いを巡らして気を悪くし、不

平を言うのだ。もちろん、組織には秩序があって、務めに応じて与えられたことがあるので、

各自すべきことをしなければならない。だが状況によって、理解して受け入れなければならな

い時があって、秩序がちゃんと守られるように柔和な心で正さなければならない時がある。 

目下の人が秩序を乱しているとき、目上の人が何が何でも理解して受け入れることが霊的な善

ではないのだ。それでは、すべてのことを真理で見分けて、神が喜ばれるほうを選ぶには、ど

うすべきだろうか？ 相手を抑えつけてかしらになろうとする心、仕えられて認められようと

する心、自尊心などがあってはならない。そんな時こそ、秩序が乱されないように正すべき状

況なのか、目下の人に欠けているところがあっても、理解して受け入れるべきなのか、見分け

られるのだ。また、目上の人が祈って示されたことだから従うべきなのか、目下の人の意見を

取りまとめて目上の人に提案すべきなのかも、賢く見分けられるのだ。  
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権能のいやし聖会 
 

7月 31日(水)午後 7時～9時 
 

̝ ₉  

 ּ ₉ 

「聖書には、かつて使徒パウロという信仰のある人物が身につけてい

た手ぬぐいや前かけをはずして病人に当てると、病気や悪霊が出て行

ったという記述があります。 

この聖書のことばは今も李 載禄 牧師を通して証しされています。 

牧師が祈ったハンカチを病人に当てて祈ると、あらゆる病気がいやさ

れ、悪霊は出て行き、目の見えない者の目が開き、口のきけない者が

話せるようになるなど、驚くべき権能の御わざが全世界で大きく現わ

されています。「祈り」によって体が癒され、心を縛る目に見えない

力から解放されるという神の力が、信じるあなたに現されます。」 

(ʠ  ἧ ) 

 
7 15  

ḹ ′  

 

̝ ἧ ϼ  

ʝ  
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ペリシテ軍の戦士 ゴリアテ 

身長が３メートルの大男 

ゴリヤテは少年ダビデをバカにしました。 
しかし、ダビデは神さまが必ず勝つことを
宣言しました 

そして、ダビデは石投げとひとつの石で 
ゴリヤテを倒しました 

 ᾍ  
 

ダビデが「神さまが助けてくださるから大丈夫 
だと言ってゴリヤテの挑戦を受けました。 
しかし、だれも羊飼いの少年ダビデが戦える 
とは思いませんでした。 

 
  

 わっはっは。 

お前たちイスラエル軍の中に、この 

おれさまに勝てるやつがいるか？！ 

さあ！どこからでもかかって来い！！ 

 

ダビデは、なぜ恐れずゴリヤテに立ち向かえたの
でしょうか？神さまが必ず助け、勝利させてくだ
さると信頼しきることができたからですね。 
ダビデは、いつも神さまに信頼し、守っていただ
く体験を積み重ねていたからです。 

あなたも、いつも「みことば」と「いのり」で 
そなえて、神さまに頼っていきましょう。 
そうすれば、いつも神様の守りを体験できます。 

 

読む聖書：サムエル記 第一 17 章 
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  主日礼拝 

毎週日曜日 

11:00～13:30 

 

  

                               

 

                                                  

        旧約聖書「サムエル記 第一 17 章」を読んでクイズに答えよう。    

☆デカい！ゴリヤテの大きさを聖書の単位（たんい）で書かいてね。 

                《第１ サムエル記１７：１～７ 》 

背（せ）の高（たか）さ ･･･ （  ① ） ＝ およそ３メートル  

よろいの重（おも）さ ･･･  （  ② ） ＝ およそ５０キログラム 

 

☆ダビデがゴリヤテに勝（か）てた理由は何だと思いますか？ 

ただしいと思うものをＡ～Ｄから選んで③に記入してください。 

Ａ.ゴリヤテは、カラダが大きいだけで、じつはよわかったから。 

Ｂ.ダビデが神さまを信頼していたし、神さまがダビデとともにいたから。 

Ｃ.ゴリヤテは、まっているあいだにお腹がすいてヘロヘロだったから。 

Ｄ.ダビデの石なげが、じょうずだったから。 

 

こたえ ①           ②            ③             

   ＊正解者の中から抽選で 2 名の方にプレゼントを差し上げます。どしどし応募し

てください。締切 2013 年 7 月 21 日(日)、発表は次号で。できたら編集部までお願

いします。今月の当選者は、金田静子姉妹、秋村クリストフェル兄弟でした。 

おめでとうございます。 

 

 

 

 

教会をおたずねください。新しい生活が待っています。 

教会学校 

毎週日曜日 

9:45～10:30 

学生会 

毎週日曜日 

13:30～14:30 

夕方礼拝 

毎週日曜日 

15:00～17:00 

E-mail ：info@iidamanmin.com 

http://www.iidamanmin.com 

発 行      ӝ ɪɮɿ・ɳʰɿʎ 連合 会 Ъ ֶ 

ο395- 0807  3883 4    

電話 0265(56)8286   FAX0265(56)8287 


